
■後期まちづくりアクションプログラムの見直し方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基本構想は、計画期間が２０１９～２０２６となっているため、「まちの将来像」「テーマ」等は踏襲する。 

 

 

 

 基本計画は計画期間が２０１９～２０２６となっており、基本構想の６つの「施策の大綱」を踏襲する。 

 ただし、基本計画に記載する「実現したいまちの未来」及び「基本目標」は、近年の社会情勢や各施策・事業の見直しと合

わせて見直す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種調査結果概要及び４年間の変化 

基本構想・基本計画及び前期アクションプログラムの体系 

【松田町の変化】                          【社会情勢】                             【町民アンケート調査】              【まつだ子どもカフェ】     【関係団体アンケート】 

 ２０２０年人口は 10,836人と概ね目標人口

にそって推移。年少人口の減少はやや鈍化する

も、老年人口は増加傾向。 

 松田庶子、寄地区で人口・世帯数が減少。 

 コロナによる鉄道利用者の減少。 

 松田小学校建設事業などの教育費やコロナ対

策による民生費の歳出の増加。 

 

 東京一極集中下における新たな人・企業の動き 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大による新

しい生活様式 

 Society5.0の推進や自治体DXの推進 

 全国で頻発化する自然災害 

 脱炭素社会への対応 

 SDGs未来都市の選定 

 4年前と同様、商工業、駅周辺整

備、道路・公共交通の分野が最優先

改善としてあげられる。 

 コロナに関しては医療支援、情報発

信、低所得者支援等が求められる。 

 ICT活用は公衆Wi-Fi、施設予約

サービス、情報公開が求められる。 

 小中学生からは遊び場・

公園、道路や環境に関す

る意見があげられた。 

 高校生からは町の資源・

発信、新たな魅力、道路

や環境に関する意見が

あげられた。 

 ４年前と比較して活動への参

加者（利用者）が減ったという

意見が多く、主な要因は新型

コロナによる行事中止や活動

自粛があがっている。 

 参加者や担い手の高齢化など

も課題となっている。 

後期アクションプログラムの見直し方針 

地区別アクションプラン 

 

 

 

松田地区 

アクションプラン 

 

寄地区 

アクションプラン 

 

第６次総合計画 基本構想 

第６次総合計画 施策の大綱、基本計画 

第６次総合計画 後期アクションプログラム 

まちづくりアクションプログラム 

 ４年間の事業評価を踏まえ、今後４年間の方向性（重点化・拡大して継続、現状のまま継続、見直して継続、休止・廃止・

完了）と各年度の取組内容を明確にする。 

 ４年間の変化、社会情勢を踏まえ、以下の視点で見直し、新規事業の検討を行う。 

【健康・福祉】  コロナ対策徹底強化、高齢者・障がい者等の生きがい・見守り強化、子育て世代等支援の強化 など 

【教育・文化】  オンライン学習の充実、生涯学習の充実、郷土愛の醸成 など 

【経済・産業】  スポーツツーリズム・松田山の観光振興、テレワークなどの新しい働き方、魅力発信の強化 など 

【暮らし・基盤】 駅周辺整備の重点化、駅から地域資源のネットワークの構築、遊休地の宅地化 など 

【自然・環境】  脱炭素社会の構築、再生可能エネルギー及び省エネ設備導入の促進、自然災害対策の強化 など 

【実現手段】   「デジタル」とまちづくりの連携、ICTの導入、若者のまちづくりへの参画機会の創出 など 

 

戦略プロジェクト 

 事業の進捗や社会情勢の変化、町民意識等を踏まえ、戦略プロジェクトをより効果的・効率的に推進できるよう、必要

に応じて横断的な取組を見直す。 

 

 

 
地区別アクションプラン 

 地域座談会、町政懇話会等を踏まえ、アクションプログラムにおける施策・事業の見直しと整合を図りながら、地区別ア

クションプランを見直す。 

  

 

 

資料５－１ 


